
“TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 
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国際会長主題      「一つとなる力」“The Power of One” 
アジア地域会長主題   「一つとなる力」“The Power of One” 

スローガン   「夢見るアジア、愛するアジア」“Dreaming Asia，Loving Asia” 
西日本区理事主題     「すべてのいのちを大切に―いのち・平和・環境―」 

“Love & Care for All the Living Things―Life，Peace，Environment―” 

中部部長主題      「ワイズの理念を胸に自信を持って活動しよう」 

金沢犀川クラブ会長主題 「基本を踏まえて、もっと楽しく」 
“Let’s return to our beginning and enjoy volunteering again” 

会長：三谷信三 副会長：川村孝治 書記：北肇夫 会計：髙木啓一 直前会長：平口哲夫 

今月の聖句：神はわたしたちの避けどころ、わたしたちの砦。苦難のとき、必ずそこにいまして助

けてくださる。わたしたちは決して恐れない 地が姿を変え 山々が揺らいで海の中

に移るとも 海の水が騒ぎ、沸き返り その高ぶるさまに山々が震えるとも。 

                    詩篇４６．2-4 

２０１０年２月強調月間 

TOF・CF・FF 
TOF・CF・FF資金はワイズ活動のエネルギーの源、おおいに活動しましょう。 

                               遠藤 通寛 地域奉仕事業主任 

☆☆☆1 月例会報告☆☆☆ 
[第一例会] 

日 時：1月 28 日(木)19:00～21:00 

場 所：兼六城下町“ﾎﾃﾙ兼六”2階「時雨の間」 

出席者：山本 久司氏(ｹﾞｽﾄ・ｽﾋﾟｰｶｰ) 

太田穂祐氏・島村 博氏・中野利春氏・  

西田一夫氏・東野英一氏・松原繁子氏(ｹﾞｽﾄ)

川村君・北君・作田君・澤瀬君・髙木君・

平口君・三谷君 (計 14 名) 

[第二例会] 

日 時：1月 14 日(木) 19:00～20:20  

場 所：金沢 YMCA 

出席者：北君、髙木君、三谷君 

☆☆☆２月第一例会案内☆☆☆ 

 

日 時:2月11日(木･祝)16:00～12日(金)12:00

場 所:山中温泉“花つばき” 

加賀市山中温泉栢野ハの 36 
TEL 07617-8-5500 

会 費:会員 20,000 円、ゲスト 13,000 円 

初日 17:30 から会員のみにより議事(次期役員

選出など)を行い、18:30 からｹﾞｽﾄを迎えて下記

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに進みます｡(翌日 朝食後は自由) 

＊＊＊プログラム＊＊＊ 

司 会                   ：平口君 

開会・点鐘          ：三谷会長 

ワイズソング         ：一 同 

今月の聖句          ：司会者 

ゲスト紹介          ：三谷会長 

事業委員報告         ：各委員 

ニコニコタイム        ：髙木君 

閉会・点鐘          ：三谷会長 

――会 食(懇親会)―― 

食前の感謝          ：三谷君 

 

今月のﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ： 

三谷君、三谷ﾒﾈｯﾄ、川村ﾒﾈｯﾄ  

３月の当番 司会：澤瀬君、準備：髙木君 

＊後期クラブ会費をご持参ください。 

＊使用済み切手をご持参ください。 

ハイチ大地震被災者支援募金 日本 YMCA 同盟やﾜｲ

ｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ西日本区などの呼びかけに応じ、金沢犀

川ｸﾗﾌﾞとしても協力態勢をとりましょう。 

 
当クラブ 1 月出席者 1 月出席率 ＢＦポイント ニコニコタイム 

正会員    7 名 

広義会員    0 名 

 

メ ン     7 名 

メネット    0 名 

ビジター    0 名 

ゲスト       7 名 

        100％

メイキャップ   0 名

前年度繰越 1,711ｇ 

1 月分切手    220ｇ 

今年度累計 

切 手  320ｇ 

現 金   0 円 

1 月分    12,110 円

合計     7 名         14 名            100％  合計     2,031ｇ  累計     59,921 円



◆ 1 月第一例会に参加して ◆ 
北 肇夫 

今年の 1 月第一例会は、諸般の事情により開催日

を第 2 木曜から第 4 木曜に変更し、1 月 28 日(木)、“ﾎ

ﾃﾙ兼六”に 7 人のｹﾞｽﾄをお迎えして開催されました。 
ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ山本久司氏（NPO 法人３９ｱｰｽ副理事

長）による卓話は、「厄介者の竹を楽しむ」と題するｴｺ

関係のお話でした。はじめにﾋﾞﾃﾞｵ「俺たちの竹取物

語」（北陸放送制作、全国放映）でｸﾞﾙｰﾌﾟの活動紹

介があり、次いでﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄによるｽﾗｲﾄﾞを用いて、

「竹の間伐材で､ｴﾈﾙｷﾞｰ自給率 100%の村づくり」など

について分かりやすく語っていただきました。 

 この卓話をとおして山本氏は、金沢市の山間部に

ある過疎と高齢化に悩む僅か 10 数軒の集落に活気

を蘇らせ、立ち上がった人達を紹介しました。具体的

には、「放置竹林の現状把握と間伐などによる整備」、

「竹の間伐材の有効活用として、竹の薪・竹ﾁｯﾌﾟ対応

のｽﾄｰﾌﾞ開発、竹粉や竹発酵の肥料による有機無農

薬農業の実践」、「竹の有効活用として、竹灯籠まつ

りでの PR」など多彩な内容のお話でした。 

 山本氏は、こうした活動中に腰の骨折を負ったり、

災害に見舞われたりしましたが、諦めることなく「動け

ば変わる」の意気込みで取り組んでこられたとのこと

です。この気力・行動力は、わがｸﾗﾌﾞのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活

動にも大いに刺激を与えてくれるように感じました。 

【プロフィール】やまもと・ひさし：1946 年三重県生ま

れ。2006 年 12 月澁谷工業㈱を定年退職。現在、

NPO 法人３９ｱｰｽ副理事長、夢農園３９ﾌｧｰﾑ代表。 

 
（卓話中の山本久司氏） 

 

◆杉田一平氏を偲んで◆ 

川村孝治 

杉田君は金沢犀川ｸﾗﾌﾞ設立以前の準備会からの

ﾒﾝﾊﾞｰで、当時、石川県青年会館で金沢 YMCA 主

催の中部ｳｴﾙﾈｽ協議会にご尽力なされ、当ｸﾗﾌﾞ設

立後もｳｴﾙﾈｽ関係の委員をされていました。 

彼は誰にも優しく温厚な方で、例会にはご夫婦で

出席なさっていました。その後体調を悪くし、退会せ

ざるを得なくなりましたが、犀川ｸﾗﾌﾞのﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ例会

や竹の子例会などの特別例会には時々家族で参加

してくださいました。今年の 1 月 10 日に 53 歳という

若さで亡くなられたことを知った時は大変ショックでし

た。謹んでお悔やみ申し上げます。 

 ◆ 世界連邦運動とクリスチャン（その１） ◆ 
平口哲夫 

私の属する、もう一つの NGO「世界連邦運動協

会」の大先輩が書かれた冊子に、おだやかながら一

神教批判に類することが示されています。そこで、私

は以下のようなｺﾒﾝﾄをその方に差し上げました。 

〔一口にｷﾘｽﾄ教といっても、他の宗教と同様、様々

ですから、一からげに批判するのはよくないと思いま

す。日本の世界連邦運動の創設に尽力した尾崎行

雄、賀川豊彦、湯川秀樹のうち、賀川豊彦がｸﾘｽﾁｬﾝ

だったことを想起するだけでも、「ｷﾘｽﾄ教普及社会の

克服」という表現は適切ではないということをご理解い

ただけるでしょう。また、明治維新以来、ｸﾘｽﾁｬﾝが日

本の民主化に大いに貢献したことも忘れてはなりませ

ん。〕  

〔ﾖｰﾛｯﾊﾟのｷﾘｽﾄ教国が“剣”と“十字架”を振りかざ

して中南米を征服したという歴史的事実がありますが、

ｲﾝﾃﾞｨｵの側に立って母国を批判したのも布教に当っ

たｶﾄﾘｯｸ司祭たちであったのです。国際赤十字の創

始者の一人ﾃﾞｭﾅﾝは、信仰厚いｸﾘｽﾁｬﾝの母の影響

を強く受けて育った人で、1901 年第 1 回のﾉｰﾍﾞﾙ平

和賞を授与されました。赤十字国際委員会は、1917

年、1944 年、1963 年にもﾉｰﾍﾞﾙ平和賞を授与されて

います。米国の公民権運動に貢献したｷﾝｸﾞ牧師やｲ

ﾝﾄﾞの貧しい人々のために尽くしたﾏｻﾞｰ・ﾃﾚｻもﾉｰﾍﾞ

ﾙ平和賞を得ています。 〕 

〔哲学者の梅原猛先生は「反時代的密語―東ｱｼﾞ

ｱ文明の語るもの―」（朝日新聞朝刊 2004 年 7 月 20

日）において、「他者の信じる神を認める多神教は、

人類の平和共存を図るためにも一神教よりはるかに

有効な宗教である。一神教は、森が破壊されて荒野

となった大地に生まれた種族のｴｺﾞｲｽﾞﾑを神の意志

に仮託する甚だ好戦的な宗教ではないか。この一神

教の批判あるいは抑制なしには人類の永久の平和

は不可能である。」という主旨のことを述べておられま

す。 しかし、このように“一神教は多神教よりも好戦

的”と決めつけるのもどうかと思います。古代ｷﾞﾘｼｬ人

は多神教ですが、都市国家間に戦争は頻繁に起こ

っていました。多神教の古代ｲﾝﾄﾞ人も戦争の女神を

おしいただいて諸民族を征服し続けました。万物に

精霊が宿るというｱﾆﾐｽﾞﾑを起源とする多神教の神道

を民族宗教とした日本が日清戦争、日露戦争、日中

戦争、太平洋戦争と突き進んだのはなぜでしょうか。

梅原先生いわく、それは神道が一神教化したからだ

と。これはかなり苦しい言い訳だと思います。 〕 

〔私は、“一神教”と“多神教”という二分概念自体

に疑問を抱いております。いずれの宗教も「一にして

多、多にして一」という面を持っているからです。〕 

 

ワイズメンズクラブ国際協会 第 13 回西日本区大会 

“ひろしまから 世界に届け 平和の祈り” 
2010 年 6 月 12 日（土）～13 日（日）、大会：広島国際

会議場（広島平和公園内）、懇親会：ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙ広島 

 

金沢 YMCA のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
http://ys-saigawa.web.infoseek.co.jp/kanazawa-YMCA.html 
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